
機械学習（ML) モデルは、予測分析に基づきデータの傾向とパターンを特定し、経験か
ら学習してより正確な分析結果を出します。MLのユースケースには、医療画像の分析と
診断、音声認識、自然言語処理（NLP）、テキスト分類、感情分析、不正行為の検知などが
あります。しかし残念ながら、AIにより最適化されたツールやプロセスを備えたオートメ
ーション・プラットフォームの欠如、透明性や説明可能性の欠如、利害関係者とのコミュ
ニケーションやコラボレーションを促進するツールの不足により、これらのモデルの正
確性と公平性を確保するプロセスが妨げられることがよくあります。

IBM watsonx.governanceは、AIライフサイクル全体にわたるモデルのプロセスを自
動化します。企業に期待される厳格さと人による監視業務を考慮してオンプレミスとクラ
ウドの両方でモデルを構築、デプロイし、複雑化するMLモデルの課題に組織が対応で
きるよう支援します。MLと生成AIを管理には、単一の統合型プラットフォームを使用し
ます。
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MLモデルのライフサイクル全体でAIガバナンスを自動化

ライフサイクル・ガバナンス：大規模なモデルの構築を加速します。データ・セット、モデ
ル、関連メタデータ、データ処理経路の出所を文書化しながら、複数のツール、アプリケ
ーション、プラットフォームを自動化、統合できます。

 – AIライフサイクル全体でモデルをあらゆる場所から監視・カタログ化・管理します。
時間を節約し、ワークフローを自動化して、大規模なモデルを構築およびデプロイ
します。

 – モデルのメタデータを取得してレポート生成を簡素化します。
 – ファクトシート機能を使用することで、モデルの検証者と承認者がモデルのライフサイ
クル全体の詳細を正確かつリアルタイムに表示できるようになります。

 – バイアスやドリフト、再トレーニングの機会を事前に特定することで、 
予測精度を高めます。

 – ツールとカスタマイズ可能なダッシュボードを使用して、利害関係者との 
コミュニケーションとコラボレーションを改善します。
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リスクを事前に検知し、優先順位に応じてこれを軽減 
責任があり説明可能な高品質のAIモデルを活用し、モデルののリネージュとメタデー
タを自動で文書化します。公平性、バイアス、ドリフトを監視し、タイムリーにリスクを軽
減できるようアラート基準を設定します。

 – 自動化されたスケーラブルなAIガバナンス・リスクとコンプライアンス（GRC）ツール
キットにアクセスします。

 – モデルの再トレーニングまたは再構築により、行動パターンやプロフィールの変化に
適応できる機能により、公正な意思決定を推進します。

 – ファクトシート機能、ファクト・データの取得、文書作成の自動化機能により、モデルの
検証者と承認者はモデルの成果に説明可能性をもたらす正確なビューにリアルタイ
ムでアクセスできます。

 – 随時データが更新されるユーザーベースのダッシュボード、グラフ、次元レポートによ
り利害関係者への可視性を向上させます。事業単位、パートナー、サプライヤーすべて
のリスクを全社レベルで把握できる、説明可能な結果を提供します。
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コンプライアンス・ポリシー、業界基準、各種AI規制へのコンプライアンスを徹底 
保護機能と検証機能により法規制へのコンプライアンスをサポートし、公平性と透明性
が高い、各種基準をクリアしたモデルを構築・デプロイします。モデルに関連するファク
トシートを自動的に文書化して、監査をサポートします。

 – 外部のAI規制をグローバルなポリシーに変換して、自動的に実施できるよう
にします。

 – ファクトシート文書を通じて、監査および報告関連の各種要件のコンプライアンスを
強化します。

 – スケーラブルな自動GRCプラットフォームにアクセスすることでITとセキュリティー・
リスクを効果的に管理し、コストを削減し、コンプライアンス要件を満たすことができ
ます。

 – 社内のGRCポリシーとアクションを外部の規制環境と関連付けます。
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結論 
IBM watsonx.governanceは、AI ライフサイクル全体にわたり、モデルを指示・管理・監
視するために構築された自動ツールとプロセスを使用して、責任や透明性があり、説明
可能なAIの導入・拡大を加速します。これにより、問題が起きる前にリスクを検知・軽減
し、内部ポリシーや業界標準、変動的な各種規制へのコンプライアンス要件をより適切
に満たせるようにします。IBM watsonx.governanceは、オープンな統合型プラットフォ
ーム上で従来のMLモデルと生成AI モデルの両方を管理します。ソリューションをオンプ
レミスとクラウドの両方にデプロイします。

IBMが選ばれる理由 
IBM watsonxは、次世代のエンタープライズ対応AIおよびデータ用プラットフォームで
す。プラットフォームを構成するIBM watsonx.data、IBM watsonx.ai、IBM watsonx.
governanceはすべて、ビジネス全体にわたるAIの効果を拡大・加速できるように設計
されています。IBM watsonxは、クラウドとオンプレミスのデプロイメント全体で最もビ
ジネス・クリティカルなアプリケーションを管理できる、高い信頼に裏打ちされたプラッ
トフォームです。

詳細情報 
watsonx.governanceについて詳しくは、IBM担当者またはIBMビジネス・パートナー
にお問い合わせいただくか、ibm.com/jp-ja/products/watsonx-governanceをご覧
ください。

https://www.ibm.com/jp-ja/products/watsonx-governance
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